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感
謝
の
心
で

迎
え
る
五
周
年

当
Ｊ
Ａ
の
産
直
市
場
「
五
島

が
う
ま
い
」
は
四
月
二
十
三
日
、

二
十
四
日
の
二
日
間
、
オ
ー
プ

ン
か
ら
五
周
年
を
記
念
し
た
創

業
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
期
間

中
の
来
場
者
は
、
お
よ
そ
二
二

〇
〇
人
（
昨
年
は
三
日
間
で
二

五
〇
〇
人
ほ
ど
）
で
店
内
外
と

も
に
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し

た
。Ｊ

Ａ
女
性
部
が
振
る
舞
っ
た

ぜ
ん
ざ
い
（
Ｊ
Ａ
青
年
部
が
準

備
し
た
餅
を
使
用
）
は
大
盛
況

で
、
昼
食
を
待
た
ず
に
完
食
と

な
り
ま
し
た
。
他
に
も
五
島
う

ど
ん
の
試
食
販
売
、
豪
華
賞
品

が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

直
売
部
の
安
田
宏
部
長
は

「
今
年
は
中
身
を
凝
縮
し
た
二

日
間
の
開
催
で
、
昨
年
開
催
時

の
三
日
間
の
売
上
を
上
回
っ
た
。

今
後
と
も
出
荷
者
の
所
得
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
消
費
者
と

出
荷
者
の
交
流
の
場
と
し
て
よ

り
一
層
地
域
に
愛
さ
れ
る
直
売

所
と
な
る
よ
う
方
策
を
検
討
す

る
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

5
1
0
列
島
ま
つ
り
実
行
委
員
会
は
五

月
十
三
日
〜
十
五
日
に
か
け
て
、
5
1
0

（
ご
と
う
）
列
島
ま
つ
り
を
開
催
。
当
Ｊ

Ａ
も
「
五
島
牛
」
や
中
玉
ト
マ
ト
の
「
五

島
ル
ビ
ー
」
な
ど
の
農
畜
産
物
の
販
売
を

行
い
ま
し
た
。

来
場
者
か
ら
は
「
去
年
、
肉
と
野
菜
を

買
っ
て
お
い
し
か
っ
た
か
ら
、
今
年
も
来

た
」「
昨
日
、
買
っ
た
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
が
お
い
し

か
っ
た
か
ら
…
」
と
�
五

島
の
農
畜
産
物
は
お
い
し

い
�
と
の
評
価
が
着
実
に

広
ま
っ
て
い
ま
す
。
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
五
島
の
特
産

品
販
売
の
他
、
伝
統
芸
能

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

551100
列列島島ままつつりり
会場：長崎市元船町おくんち広場

年年記記念念創創業業祭祭

有有川川羽羽差差太太鼓鼓

白白鳥鳥神神社社神神楽楽

ビビンンゴゴ大大会会
でで

景景品品ゲゲッットト
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55周周
チチャャンンピピオオンンはは誰誰？？
ままるるままるる一一本本
キキュュウウリリ早早食食いい

輪輪
投投
ゲゲ
ーー
ムム

恒恒例例のの
じじゃゃんんけけんん

大大会会

ココメメをを持持ちち上上げげ力力自自
慢慢。。

おおろろししたたらら負負けけののササ
ババイイババルル。。

ごはんぢゃワンⒸ

皆様が丹精込めて育てた
農畜産物は大好評です！
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好
評
に
つ
き
開
催
し
ま
し
た

当
Ｊ
Ａ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
は
五
月
一

日
、
㈱
五
島
農
園
の
ハ
ウ
ス
で
イ
チ
ゴ
狩
り

を
行
い
ま
し
た
。昨
年
、実
施
し
て
好
評
だ
っ

た
イ
チ
ゴ
狩
り
。
部
員
の
強
い
要
望
で
今
年

も
実
現
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
お
よ
そ
四
十
名
、
そ
の
多
く
が

親
子
で
参
加
。
あ
る
参
加
者
は
「
子
ど
も
が

い
る
だ
け
で
楽
し
い
」
と
元
気
い
っ
ぱ
い
の

子
ど
も
た
ち
を
見
て
微
笑
ん
で
い
ま
し
た
。

親
子
参
加
型
の
活
動
が
多
い
フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
ズ
部
会
、

活
動
に
興
味

の
あ
る
方
は

お
気
軽
に
最

寄
り
の
支

店
・
出
張
所

に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

歯
の
健
康
と
8
0
2
0
運
動

佐
久
総
合
病
院
名
誉
院
長
●
松
島
松
翠

こ
こ
に
出
て
く
る
8
0
2
0
運
動

（
は
ち
ま
る
に
い
ま
る
う
ん
ど
う
）
と

い
う
言
葉
は
、
わ
が
国
で
展
開
さ
れ
て

い
る
歯
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動

の
こ
と
で
、「
80
歳
に
な
っ
て
も
20
本

以
上
の
歯
を
常
に
保
持
し
て
い
よ
う
」

と
い
う
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

歯
が
抜
け
て
し
ま
う
の
は
、
虫
歯
と

歯
周
病
が
主
な
疾
患
で
す
。
ほ
と
ん
ど

の
人
が
毎
日
歯
を
磨
い
て
い
ま
す
が
、

多
く
の
人
は
虫
歯
に
な
っ
た
こ
と
が
あ

り
、
歯
周
病
の
疑
い
が
あ
る
人
も
約
8

割
に
上
り
ま
す
。
こ
れ
は
歯
磨
き
の
や

り
方
が
悪
く
、
き
ち
ん
と
磨
け
て
い
な

い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

虫
歯
と
歯
周
病
を
防
ぐ
た
め
に
、
歯

に
付
く
汚
れ
で
あ
る
歯
垢
（
し
こ
う
）

を
し
っ
か
り
取
り
除
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、

歯
と
歯
茎
の
間
に
、
毛
先
が
し
っ
か
り

入
る
く
ら
い
の
力
で
磨
き
ま
す
。
磨
く

力
が
弱
過
ぎ
る
と
歯
垢
が
う
ま
く
取
れ

ま
せ
ん
。

歯
周
病
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
歯
と
歯

茎
の
境
目
を
意
識
し
て
磨
き
ま
す
。
歯

と
歯
茎
の
境
目
は
、
歯
垢
が
た
ま
り
や

す
く
、
歯
周
病
が
起
こ
り
や
す
い
場
所

で
す
。

歯
の
内
側
も
一
本
一
本
丁
寧
に
磨
き

ま
す
。
最
も
磨
き
残
し
が
多
い
の
は
歯

と
歯
の
間
で
す
。
タ
フ
ト
ブ
ラ
シ
や
歯

間
ブ
ラ
シ
も
使
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

ど
ん
な
に
丁
寧
に
歯
を
磨
い
て
も
、

本
当
に
磨
け
て
い
る
か
ど
う
か
は
自
分

で
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
重
要
に

な
る
の
が
歯
科
で
の
定
期
検
査
で
す
。

歯
科
で
の
定
期
検
査
で
は
、
虫
歯
の
検

査
、
歯
周
病
の
検
査
、
歯
石
の
除
去
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
積
極
的
に
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

歯
垢
が
固
く
な
っ
た
の
が
歯
石
で
、

歯
磨
き
で
は
除
去
で
き
な
い
た
め
歯
科

で
取
り
除
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

虫
歯
は
1
年
に
1
〜
2
回
、
歯
周
病

は
約
3
ヵ
月
置
き
に
定
期
検
査
を
受
け

る
と
い
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

フレッシュミズ部会

イチゴ狩り

JJAA長長崎崎県県女女性性協協
6600周周年年記記念念旅旅行行

旅行実施日 平成28年10月25日～27日
申込締切日 第一回 平成28年6月30日 ※定員になり次第

締め切らせて頂きます最 終 平成28年7月29日
旅 行 代 金 104，000円

（JAごとうから参加の場合）

☆女性部員に限らずどなたでも参加できます☆

北海道の旅、そろそろ締切です

■福岡空港間の行程は下記の通りとなります。
往路：五島福江空港―― ――福岡空港
復路：福岡空港＝（各自）＝博多港（太古）～～福江港

健
康
百
科

お問い合わせは…

JA ごとう 旅行センター ☎0959‐72‐6211

どれにしようかな…あの人気者もイチゴ狩り？
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第15回 JAごとう通常総代会のご案内
日時：平成28年6月28日㈫ 午前10時～
場所：カンパーナホテル（五島市東浜町）
●平成27年度 事業報告について
●平成28年度 事業計画（案）について など

※当日は近隣の有料駐車場をご利用ください。（後日、領収書にて精算）
カンパーナホテル周辺には駐車できませんのでご注意ください。

次
第1

議
案
事
項

議
案
№
1

第
十
五
回
通
常
総
代
会
提
出
議

案
に
つ
い
て

議
案
№
2

決
算
書
類
（
貸
借
対
照
表
、
損

益
計
算
書
、
剰
余
金
処
分
案
、
注
記
表
及
び

業
務
報
告
並
び
に
こ
れ
ら
の
附
属
明
細
書
）

及
び
部
門
別
損
益
計
算
書
承
認
の
件
に
つ
い

て

【
総
代
会
報
告
・
議
案
事
項
】

議
案
№
3

第
四
次
中
期
経
営
計
画
設
定
の

件
に
つ
い
て

【
総
代
会
議
案
事
項
】

議
案
№
4

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
設

定
の
件
に
つ
い
て

【
総
代
会
議
案
事
項
】

議
案
№
5

固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
の
件

に
つ
い
て

【
総
代
会
議
案
事
項
】

議
案
№
6

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

【
総
代
会
議
案
事
項
】

議
案
№
7

規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

【
総
代
会
議
案
事
項
】

議
案
№
8

信
用
事
業
規
程
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

【
総
代
会
議
案
事
項
】

議
案
№
9

農
業
倉
庫
業
務
規
程
の
廃
止
及

び
保
管
事
業
規
程
の
設
定
に
つ
い
て

議
案
№
10

余
裕
金
運
用
規
程
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

議
案
№
11

平
成
二
十
八
年
度
余
裕
金
運
用

方
針
に
つ
い
て

議
案
№
12
「
余
裕
金
運
用
等
に
か
か
る
リ

ス
ク
管
理
手
続
」
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
№
13

平
成
二
十
八
年
度
同
一
人
に
対

す
る
信
用
の
供
与
等
の
最
高
限
度
額
の
件
に

つ
い
て

議
案
№
14

平
成
二
十
八
年
度
貸
付
金
利
率

の
最
高
限
度
決
定
の
件
に
つ
い
て

議
案
№
15

平
成
二
十
八
年
度
借
入
金
の
最

高
限
度
決
定
の
件
に
つ
い
て

議
案
№
16

平
成
二
十
八
年
度
内
部
監
査
計

画
（
案
）
に
つ
い
て

議
案
№
17

出
資
金
の
減
口
に
つ
い
て

議
案
そ
の
他

2

報
告
事
項

報
告
№
1

主
な
事
業
経
過
と
行
事
予
定
に

つ
い
て

報
告
№
2

主
要
事
業
三
月
末
計
画
と
実
績

に
つ
い
て

報
告
№
3

産
直
市
場
「
五
島
が
う
ま
い
」

三
月
末
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
4

子
会
社
の
平
成
二
十
七
年
度
実

績
と
平
成
二
十
八
年
度
計
画（
案
）に
つ
い
て

①

㈱
Ｊ
Ａ
ご
と
う
葬
祭

②

㈱
Ｊ
Ａ
ご
と
う
食
肉
セ
ン
タ
ー

③

㈱
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
ご
と
う

報
告
№
5

平
成
二
十
八
年
三
月
末
食
肉
販

売
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
6

平
成
二
十
八
年
三
月
〜
四
月
期

県
内
家
畜
市
場
市
況
及
び
平
成
二
十
七
年
度

県
内
家
畜
市
場
成
績
に
つ
い
て

報
告
№
7

地
区
別
総
代
説
明
会
の
開
催
日

程
に
つ
い
て

報
告
№
8

平
成
二
十
七
年
度
末
組
合
員
の

加
入
・
脱
退
の
状
況
に
つ
い
て

報
告
№
9

平
成
二
十
七
年
度
第
4
四
半
期

余
裕
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

報
告
№
10

後
継
者
育
成
対
策
積
立
金
交
付

報
告
に
つ
い
て

報
告
№
11

平
成
二
十
七
年
度
第
4
四
半
期

内
部
監
査
実
施
状
況
に
つ
い
て

報
告
№
12

資
産
査
定
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
№
13

貸
付
金
の
実
行
に
つ
い
て

報
告
そ
の
他
①

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
利
用
料

金
戻
し
に
つ
い
て

報
告
そ
の
他
②
「
平
成
二
十
八
年
度
熊
本

地
震
」
に
か
か
る
災
害
救
援
募
金
活
動
の
実

施
に
つ
い
て

平
成
二
十
八
年
度

第
一
回
理
事
会

●
平
成
二
十
八
年
五
月
十
日
㈫

※景品がなくなり次第、終了いたします。
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―
平
成
二
十
八
年
度
肉
用
牛
部
会
役
員
総
会
―

当
Ｊ
Ａ
肉
用
牛
部
会
は
五
島
家
畜
市
場
で
五
月
二

十
七
日
、
役
員
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
の
冒
頭
、

橋
詰
覺
組
合
長
は
「
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
の
活
用

で
増
頭
を
図
り
、
繁
殖
雌
牛
五
〇
〇
〇
頭
を
な
ん
と

し
て
も
達
成
し
た
い
。
実
現
に
は
農
家
皆
さ
ん
の
力

添
え
が
不
可
欠
」
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
度
は
生
産
者
と
Ｊ
Ａ
、
関
係
機
関

が
一
体
と
な
り
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
で
五
棟
の

牛
舎
を
建
設
。
ま
た
県
家
畜
導
入
事
業
（
長
崎
県
）

や
市
優
良
繁
殖
雌
牛
導
入
事
業
（
五
島
市
）
を
活
用

し
、
平
茂
晴
、
安
福
久
な
ど
四
二
〇
頭
の
導
入
・
保

留
を
行
い
、
育
種
能
力
の
高
い
母
牛
群
育
成
に
努
め

ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
度
も
引
き
続
き
繁
殖
雌
牛
の
増
頭

及
び
母
牛
群
の
造
成
を
図
る
計
画
を
決
定
。
畜
産
ク

ラ
ス
タ
ー
事
業
に
よ
る
牛
舎
建
設
、
Ｊ
Ａ
キ
ャ
ト
ル

セ
ン
タ
ー
（
子
牛
共
同
育
成
施
設
）
預
入
農
家
へ
の

増
頭
推
進
、
一
戸
一
頭
増

頭
運
動
の
展
開
な
ど
増
頭

対
策
が
目
白
押
し
で
す
。

平
成
二
十
七
年
度
三
月

末
の
繁
殖
雌
牛
は
前
年
よ

り
八
二
頭
増
え
て
四
二
二

二
頭
。
目
標
と
す
る
五
〇

〇
〇
頭
の
達
成
に
向
け
た

挑
戦
が
続
い
て
い
ま
す
。

―
平
成
二
十
八
年
度
定
期
合
同
総
会
―

公
益
社
団
法
人
全
国
和
牛
登
録
協
会
長
崎
県
支
部

五
島
支
所
、
五
島
和
牛
育
種
組
合
、
ご
と
う
和
牛
能

力
向
上
推
進
委
員
会
の
三
団
体
は
五
月
二
十
七
日
、

五
島
家
畜
市
場
で
定
期
合
同
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

各
団
体
は
そ
れ
ぞ
れ
平
成
二
十
七
年
度
の
活
動
を
報

告
し
、
迎
え
る
平
成
二
十
八
年
度
の
活
動
計
画
を
決

定
し
ま
し
た
。

ご
と
う
和
牛
能
力
向
上
推
進
委
員
会
は
平
成
二
十

九
年
度
に
宮
城
県
で
開
催
さ
れ
る
第
十
一
回
全
国
和

牛
能
力
共
進
会
に
向
け
て
、
前
大
会
の
結
果
を
踏
ま

え
て
生
産
者
と
関
係
機
関
が
一
体
と
な
り
活
動
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
。
該
当
牛
の
巡
回
・
調
査
や
Ｊ
Ａ

の
地
区
別
共
進
会
な
ど
に
よ
り
、
該
当
牛
の
向
上
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

同
委
員
会
の
副
会
長
を
務
め
る
五
島
市
の
野
口
市

太
郎
市
長
は
「
五
島
の
子
牛
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
た
め
に
も
宮
城
全
共
で
前
回
に
勝
る
結
果
を
成
し

遂
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。
皆
さ
ん
の
双
肩
に
か
か
っ

て
い
る
」
と
会
の
冒
頭
で
挨
拶
。
出
席
し
た
農
家
や

関
係
機
関
の
奮
起
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

梅
雨
入
り
の
季
節
を
迎
え
ま
す
。
近
年
は
梅
雨
入

り
直
後
か
ら
か
な
り
の
大
雨
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
普
段
か
ら
大
雨
に
よ
る
災
害

に
備
え
て
お
く
こ
と
は
大
切
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
気
象
の
警
報
や
注
意
報
は
市
町
村
ご

と
に
地
域
を
分
け
て
発
表
さ
れ
ま
す
。
で
は
、
自
分

の
住
ん
で
い
る
市
町
村
に
大
雨
警
報
が
出
た
ら
、
す

ぐ
に
避
難
し
よ
う
と
思
い
ま
す
か
？

思
わ
な
い
人

が
多
い
で
し
ょ
う
。
警
報
が
発
表
さ
れ
て
い
る
地
域

の
中
で
も
、
危
険
な
場
所
は
あ
る
程
度
限
ら
れ
ま
す
。

大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
や
浸
水
は
、
発
生
し
に
く

い
場
所
も
あ
り
ま
す
。
住
ん
で
い
る
場
所
や
通
勤
通

学
経
路
な
ど
に
危
険
な
場
所
が
あ
る
か
知
っ
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
各
自
治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
公
開
さ
れ
て
い
て
、
土

砂
災
害
や
浸
水
の
危
険
が
あ
る
場
所
を
確
認
で
き
ま

す
。
近
く
に
危
険
が
あ
る
場
合
は
、
大
雨
警
報
が
出

た
ら
積
極
的
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

大
雨
警
報

一
般
財
団
法
人
日
本
気
象
協
会
●
檜
山
靖
洋

畜産クラスター事業活用で増頭

宮城全共に向けて機運高める
今年度も引き続き増頭へ取り組む
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当
Ｊ
Ａ
は
五
月
十
三
日
、
十
四
日
の
両
日
、
五
島
家
畜
市
場
で
平
成
二

十
八
年
五
月
期
せ
り
市
を
開
催
し
ま
し
た
。
子
牛
の
平
均
取
引
価
格
は
八

三
万
九
〇
四
六
円
（
前
回
比
二
・
八
％
高
）
と
過
去
最
高
、
上
が
り
続
け

る
価
格
に
場
内
で
は
「
高
い
な
」
と
驚
き
と
喜
び
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

一
九
二
戸
の
畜
産
農
家
が
子
牛
五
〇
三
頭
（
前
回
五
一
二
頭
）、
成
牛

六
二
頭
、
計
五
六
五
頭
の
黒
毛
和
種
を
上
場
。
子
牛
の
最
高
価
格
は
一
一

八
万
三
六
八
〇
円
、
成
牛
六
二
頭
の
平
均
取
引
価
格

は
五
二
万
九
九
四
九
円
（
前
回
比
四
・
六
％
高
）
で

し
た
。

今
回
の
せ
り
市
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
畜
産

部
担
当
者
は
「
新
規
の
購
買
者
が
増
え
、

過
去
最
多
の
購
買
者
数
と
な
っ
た
。
子

牛
平
均
価
格
も
過
去
最
高
で
今
年
度
初

の
開
催
に
相
応
し
い
好
ス
タ
ー
ト
を
き

る
こ
と
が
で
き
た
。
子
牛
の
平
均
体
重

は
雌
二
六
七
㌔
、
去
勢
二
八
九
㌔
と
か

な
り
の
粒
ぞ
ろ
い
で
購
買
者
に
も
好
評

だ
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
「
過
肥
気
味
の
子
牛
が
散
見

さ
れ
た
」
と
し
、
濃
厚
飼
料
で
は
な
く

良
質
粗
飼
料
で
の
育
成
を
指
導
し
て
い

く
と
し
て
い
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
き
ゅ
う
り
部
会
は
五
月

十
六
日
、
Ｊ
Ａ
本
店
に
て
平
成
二

十
七
年
産
出
荷
実
績
の
報
告
や
平

成
二
十
八
年
産
出
荷
計
画
・
出
荷

規
格
を
協
議
す
る
役
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
年
産
の
定
植
時
期

は
雨
が
多
く
、
作
付
け
の
遅
れ
が

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
順
調
に
生

育
し
て
い
ま
す
。

今
年
産
キ
ュ
ウ
リ
は
一
一
五
名
（
前
年
一
一
六

名
）
の
農
家
で
一
〇
・
六
㌶
（
前
年
一
〇
・
三
㌶
）

を
栽
培
、
出
荷
量
は
六
六
〇
㌧
の
見
込
み
で
、
六
月

中
・
下
旬
か
ら
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
ほ
ぼ
全
量
を

青
果
用
と
加
工
用
に
分
け
て
、
契
約
業
者
へ
販
売
し

ま
す
。

Ｊ
Ａ
営
農
担
当
者
は
「
ハ
ウ
ス
栽
培
の
出
荷
が
終

わ
る
七
月
か
ら
は
、
契
約
先
の
青
果
用
の
需
要
に
毎

年
応
え
ら
れ
て
い
な
い
。青
果
用
出
荷
は
手
間（
キ
ュ

ウ
リ
が
曲
が
ら
な
い
よ
う
に
キ
ャ
ッ
プ
を
被
せ
る
）

だ
が
、
農
家
の
所
得
増
に
も
つ
な
が
る
の
で
、
可
能

な
限
り
青
果
用
を
出
荷
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
て
い
く
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

キュウリ、順調に生育
－きゅうり部会役員会－

子
牛
平
均
価
格
、
最
高
額
更
新
続
く

―
平
成
二
十
八
年
五
月
期
せ
り
―

前回比
（％）
103．0
103．0
102．8

平均体重
（㎏）
267
289
278

㎏単価
（円）
2，939
3，080
3，015

平均価格
（円）
783，435
890，200
839，046

最高価格
（円）
1，062，720
1，183，680
1，183，680

落札価格
（円）

174，822，000
215，956，000
390，778，000

売却
（頭）
241
262
503

性別
メス
去勢
合計

出荷規格を確認
間もなくピークを迎えます

平成28年5月せり市成績表（子牛）

高
値
に
驚
き
の
表
情
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当
Ｊ
Ａ
青
年
部
は
五
月
六
日
、
本
店
で
三
十
三
回
目
の
通
常
総
会
を
開
催
、
平
成
二
十

七
年
度
活
動
経
過
報
告
や
平
成
二
十
八
年
度
活
動
計
画
を
設
定
、
新
役
員
を
選
任
し
ま
し

た
。
新
部
長
の
近
藤
慶
一
さ
ん
（
玉
之
浦
、
繁
殖
牛
農
家
）
は
部
員
に
活
動
へ
の
協
力
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

二
年
の
任
期
を
振
り
返
っ
て
前
部
長
の
寺
脇
政
善
さ
ん
は
「
昨
年
開
催
し
た
婚
活
イ
ベ

ン
ト
で
は
新
た
な
試
み
と
し
て
島
外
在
住
の
女
性
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
。
こ
の
取
り

組
み
を
継
続
し
て
、
婚
活
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
成
果
を
語
り
、
今
後

の
活
動
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
盟
友
数
は
六
十
四
名
（
前

年
七
十
名
）。
活
動
の
重
点
事
項
を
、

次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
、
青
年
部
盟

友
の
所
得
向
上
、
広
報
活
動
の
強
化
、

と
定
め
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
青
年
部
西
部
・
三
井
楽

支
部
は
十
九
日
、
五
島
市
立
平
成

小
学
校
の
五
・
六
年
生
五
名
と
共

に
も
ち
米
を
播
種
。
毎
年
、
播
種

か
ら
収
穫
、
脱
穀
ま
で
を
行
い
、

次
年
に
繋
ぐ
種
を
取
り
ま
す
。
何

代
に
も
わ
た
り
受
け
継
い
で
き
た

も
ち
米
「
平
成
米
」
の
栽
培
が
今

年
も
始
ま
り
ま
し
た
。

作
業
前
に
は
Ｊ
Ａ
営
農
担
当
者

が
、
塩
水
選
な
ど
の
播
種
前
に
行

う
作
業
を
児
童
ら
に
説
明
。「
鳩

胸
状
に
膨
ら
ん
だ
種
、
一
七
〇
㌘

を
育
苗
箱
（
三
〇
㌢
×
六
〇
㌢
）

に
蒔
い
て
い
き
ま
す
」
と
や
っ
て

み
せ
て
い
ま
し
た
。
児
童
ら
は
青

年
部
員
や
Ｊ
Ａ
職
員
指
導
の
下
、

育
苗
箱
へ
土
を
入
れ
て
播
種
、
さ

ら
に
土
を
丁
寧
に
被
せ
、
た
っ
ぷ

り
と
水
や
り
を
し
ま
し
た
。

四
、
五
日
で
土
か
ら
芽
が
吹
き

出
し
、
田
植
え
は
播
種
か
ら
二
十

五
日
ほ
ど
経
過
し
た
六
月
中
旬
頃

に
行
う
予
定
。
収
穫
は
十
月
上
旬

頃
と
な
り
ま
す
。
青
年
部
は
こ
れ

か
ら
、
田
植
え
に
収
穫
、
脱
穀
ま

で
を
行
い
、
児
童
ら
と
一

緒
に
「
平
成
米
」
を
守
り
、

体
験
を
と
お
し
て
児
童
ら

の
農
業
へ
の
関
心
を
高
め

て
い
き
た
い
考
え
で
す
。

種蒔くところからしています
－平成小学校もち米播種－

新新
体体
制制
でで
始始
動動第

三
十
三
回
Ｊ
Ａ
ご
と
う
青
年
部
通
常
総
会

挨拶する近藤部長（写真左）と新役員

黙黙々々とと種種蒔蒔くく児児童童

JA青年組織綱領唱和

黙々と種蒔く児童

たっぷりと水やり

青年部の活動
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編
集
後
記

購読料1ヵ月2，623円
申込みは最寄りの支店・出張所まで

住所：〒853‐0041 五島市籠淵町2450番地1
電話：0959‐88‐9933 FAX：0959‐88‐9922
営業時間：9時～19時
※農家レストランは10時30分～15時（予約については別途）
※土日限定バイキング 11時～15時
料金 大人：1，080円 子ども：600円（小学生以下）

定休日：原則年中無休

ピ
ー
マ
ン
を
頬
に
あ
て
満
面

の
笑
み
を
浮
か
べ
る
子
ど
も
。

素
晴
ら
し
い
写
真
で
す
ね
。
私

も
こ
ん
な
写
真
が
撮
れ
た
ら
良

い
の
で
す
が
…
（
上
記
掲
載
の

日
本
農
業
新
聞
の
チ
ラ
シ
）

こ
の
度
、
当
Ｊ
Ａ
は
日
本
農

業
新
聞
を
三
年
連
続
し
て
普
及

拡
大
（
増
部
）
し
た
こ
と
で
五

月
十
日
開
催
の
日
本
農
業
新
聞

全
国
大
会
に
お
い
て
『
長
期
普

及
優
績
Ｊ
Ａ
』
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
購
読
者
の
皆
様
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
し
て
、
ま
だ
読
ま
れ
て

い
な
い
方
、
前
向
き
に
ご
検
討

頂
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
七
ペ
ー
ジ
掲
載

の
通
り
六
月
二
十
八
日
は
総
代

会
で
す
。
私
は
総
代
会
資
料
の

表
紙
写
真
選
び
に
頭
を
悩
ま
せ

な
が
ら
、
こ
の
編
集
後
記
を
書

い
て
い
ま
す
。
間
近
に
迫
る
タ

イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
に
、
ペ
ン
を
握

る
手
が
震
え
る
ほ
ど
に
焦
り
を

感
じ
て
お
り
ま
す
。

（
竹
山

幸
弘
）
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